
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 金環日食特別観察会 

１．実施日時等   平成  24年 5月 21日（ 月 ）午前・午後  6時  00分から 

平成  24年 5月 21日（ 月 ）午前・午後  9時  00分まで 

※ 当日は休館日ですが、観察時間は開館します 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項・ＰＲポイント 

 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目    名栗げんきプラザ 

                          入間市児童センターで実施予定 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

 

形に欠ける金環日食が見られる。そこで、日食グラス、太陽用特殊減光フィルターを使用

した双眼鏡、ビデオカメラを使用したモニターテレビ等を用意し、日食の様子を観察する。 

また、プラネタリウム館内で、日食について解説を行う。 

 

日食グラスにより来館者が個人個人で観察できる他、モニターテレビにより、多くの来館

者が同時に観察することができる。 

また直前の 5 月 19 日(土)午前 11 時から、プラネタリウム館で事前説明会(定員 100 名申込

制先着順)を実施する。 

今回の金環日食は、1987 年に沖縄で見られて以来、25 年ぶりとなる。ま

関東で見られる日食としては、2009 年 7 月以来 3 年ぶりとなる。前回は部

た、見られる地域が、九州南部から四国、紀伊半島、東海、関東と広範囲にわたる。この

他の地域でも大きく欠ける部分日食となるため、社会的関心が高い。 

熊谷市立文化センター屋上 プラネタリウム館内 

熊谷市立文化センター プラネタリウム館 

熊谷市立文化センター プラネタリウム館 

048-525-4554 館長 齊藤道夫 

5 月 21 日の早朝、熊谷市を含む広い地域で、太陽が月と重なり指輪のような

分日食であったが、今回は金環日食となる。関東地方で金環日食が見られるのは江戸時代

末期以来で、日食ファンを除き、すべての人が初めて見る現象となる。 

日食はそれ自体が感動的な現象であるが、金環日食では太陽が指輪のよう

な形になることに、宇宙の神秘や不思議を感じることができる。またこの体験を通して、

身の回りの科学に興味を持つことが期待される。 

 

048-525-4554 

浅見敦夫 

平成  24 年 4 月 25 日発表 

担当課：プラネタリウム館 






